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津　波 発生年月日 被 害 の 概 要

明治三陸
大津波

昭和三陸
大津波

チリ地震
津波

十勝沖地
震津波
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未
曽
有
の
被
害
と
衝
撃
的
な
映
像
が
全
世
界
を
駆
け
巡
っ
た

昨
年
十
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
│
│
。
過
去
に
幾

度
と
な
く
津
波
被
害
に
遭
っ
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
住
む
三
陸

地
方
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県
沖
地
震
・
津
波
の

発
生
が
高
い
確
率
で
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
わ
た
し
た
ち
の

津
波
へ
の
備
え
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
で
は
、
津
波

対
策
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
む
三
陸
沿
岸
に

は
、
約
三
千
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
や
昭

和
三
十
五
年
の
チ
リ
地
震
津
波
な
ど

過
去
に
何
度
も
大
津
波
が
襲
来
し
て

い
ま
す
。
幸
い
昭
和
四
十
三
年
の
十

勝
沖
地
震
以
来
、
大
き
な
津
波
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
は
、
平
成
十
七
年
一
月

一
日
を
基
点
と
し
て
宮
城
県
沖
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
前
後
、

場
合
に
よ
っ
て
は
８
・
０
前
後
）
が

発
生
す
る
確
率
を
、
十
年
以
内
に
五

〇
％
程
度
、
三
十
年
以
内
に
九
九
％

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
近

い
将
来
、
必
ず
大
津
波
が
来
る
」
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
十
四
年
九
月
に
津

波
に
対
す
る
心
得
や
浸
水
予
想
区
域

図
、
各
地
区
の
避
難
場
所
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ

プ
」
を
作
製
し
、
豊
間
根
地
区
な
ど

を
除
く
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

津
波
防
災
マ
ッ
プ
は
、
多
く
の
人
に

�津
波
危
険
地
帯
に
住
ん
で
い
る
�
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
す
。
今
一
度
、
家
族
み
ん

な
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
県
が

沿
岸
十
三
市
町
村
を
対
象
に
津
波
浸

水
予
測
図
を
作
製
し
ま
し
た
。
想
定

は
明
治
三
陸
大
津
波
の
再
来
、
昭
和

三
陸
大
津
波
の
再
来
、
想
定
宮
城
県

沖
連
動
（
複
数
の
震
源
が
同
時
に
作

用
し
て
起
き
る
）
地
震
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
防
潮
堤
な
ど
の
津
波
防
災
施
設

が
機
能
し
た
場
合
と
機
能
し
な
か
っ

た
場
合
の
全
六
ケ
ー
ス
。
平
成
十
四

年
作
製
の
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ
プ

を
基
に
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
総

務
課
へ
お
越
し
に
な
る
か
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�過去に町を襲った主な津波

明治29年
6 月15日

流失家屋977戸、死者2,950人、負傷者
1,370人

昭和 8 年
3 月 3 日

全半壊および流失家屋742戸、死者18
人、負傷者12人

昭和35年
5 月24日

全半壊および流失家屋346戸、死者なし、
負傷者2人、被害総額12億9,300万円

昭和43年
5 月16日

流失家屋なし、死傷者なし、被害総額5
億2,900万円

津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
を

普
段
か
ら
津
波
へ
の
備
え
を

津
波
か
ら
い
か
に
し
て
身
を
守
る

か
│
│
。
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
普
段
か
ら
ど
の
よ
う
な

備
え
を
行
い
、
津
波
に
対
し
て
ど
の
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資料：山田町津波誌、広報やまだ

数キロメートル�

数メートル�

風�

【３】

よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
津
波
注
意
報
や
警

報
が
い
く
ら
早
く
発
令
さ
れ
た
と
し

て
も
、
住
民
が
避
難
し
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
発

令
時
に
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」「
大

し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
い

込
ん
で
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
津

波
対
策
で
は
揺
れ
を
感
じ
て
か
ら
、

い
か
に
素
早
く
避
難
を
開
始
で
き
る

か
が
大
き
な
鍵
。
万
が
一
に
備
え
、

家
族
み
ん
な
で
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
た
り
、

津
波
を
知
ら
な
い
世
代
に
し
っ
か
り

と
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
た
り
す

る
な
ど
、
家
族
や
地
域
で
津
波
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆大沢 ふるさとセンター、魚賀波間神社、大沢小学
校、八幡宮、切り通し、大沢林道、袴田裏山、南陽寺
◆山田 山田北小学校、善慶寺、お寺山、後楽墓地、
山田町第一保育所、中央公民館、中央コミュニティセ
ンター、保健センター、山田第二保育所、山田八幡宮、
山田病院前、山田南小学校、さくら幼稚園、児童公園、
おぐら山、飯岡防災センター　◆山田・織笠 三本小
松、町民グラウンド、山田中学校、山田中学校北側線、
山田体育館　◆織笠 織笠小学校、織笠保育園、織笠
コミュニティセンター、跡浜裏山、舘
◆船越 船越防災センター、船越保育園、船越小学校、
Ｂ＆Ｇ海洋センター、山の内生活改善センター
◆田の浜 八幡宮、早川山、第２分団屯所、船越漁村
センター　◆大浦 大浦小学校、大浦漁村センター、
大浦保育園、霞露ケ岳神社、秀全堂、林道大浦線、小
谷鳥コミュニティセンター

津波は強い地震のときだけ襲ってくるというもので
はありません。かすかに遠くに感じる揺れ、非常に
ゆったりとした揺れ──。そんな地震でも大津波が襲
来することもあります。「大したことはない」と勝手
に決めつけないで、とにかく「地震の揺れを感じたら
すぐ避難」が鉄則です。

津波は水だから火事など起こるわけがないと思いが
ちですが、そうではありません。平成5年の北海道奥
尻島を襲った大津波では、火災が発生し一つの地区が
焼失しました。避難の際は電気ブレーカーを落とし、
ガスの元栓を閉めるなど必ず「火の始末」をしましょう。

避難は一刻を争います。「避難だ！」「急げ！」「避
難袋、持った？」「おばあちゃんを手伝って」などと
声を掛け合いましょう。

近所の高齢者や視覚、聴覚、四肢などの不自由な方、
病弱、妊産婦、乳幼児のいる家庭など、行動や情報に
不自由な人たちへの助力を！地域社会（向こう三軒両
隣）で態勢を日ごろからつくっておきましょう。

�津波の本性

津波の広がる速さは、水深200㍍で時速160㌔、太
平洋の水深5,000㍍辺りでは時速800㌔に達します。
普通の波と津波の一番の違いは波の長さ（波長）

です。風が吹いて起きる普通の波の波長が数㍍なの
に比べ、津波は地震による海底の変動で起きるため、
数㌔に及びます。このため海岸に押し寄せたとき、
普通の波が一瞬で砕けてしまうのに対し、津波は洪
水のような強い流れを伴って押し寄せます。
また、津波は何度も繰り返して襲ってくるほか、

Ｖ字型の入り江や湾では、押し寄せる波が急激に高
くなるなど、海の条件によって姿を大きく変えます。

揺れを甘く見ない

火災を防ぐ

避難は声を掛け合って

高齢者などの要援護者への助力

あなたの避難場所
確認してください

揺
れ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

日
本
は
地
震
発
生
後
三
分
で
警
報

が
出
せ
る
世
界
最
先
端
の
津
波
警
戒

シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
地

震
発
生
後
わ
ず
か
数
分
で
津
波
が
押

し
寄
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
津
波
に
対
す
る
備
え
と
し
て
海
岸

沿
い
に
は
防
潮
堤
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
防
潮
堤
だ
け
で
は
万
全
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
地
震
の
揺
れ
を
感
じ

た
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報

を
待
た
な
い
で
、
す
ぐ
に
安
全
な
場

所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

担
当
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内
線

４
１
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

普通の波

津　波



区　分 勤　務　時　間

時差 1

時差 2

時差 3

時差 4

時差 5

時差 6

【４】

4月 1日から

役
場
職
員
の
時
差
勤
務
を
試
行

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

出勤時間は遅い場合で
午後０時半

退庁時間は早い場合で
午後２時45分

町
で
は
四
月
一
日
か
ら
役
場
の
一

部
職
員
の
始
業
・
終
業
時
間
を
ず
ら

す
時
差
勤
務
の
試
行
を
行
い
ま
す
。

役
場
の
業
務
時
間
は
、
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
の
八

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時

間
を
超
え
て
勤
務
す
る
必
要
が
あ
る

職
員
に
は
、
時
間
外
勤
務
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
さ
ら
に
時
間
外
勤
務
手

当
の
縮
減
を
図
る
た
め
時
差
勤
務
を

試
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

時
差
勤
務
は
必
要
に
応
じ
、
午
前

六
時
か
ら
午
後
九
時
十
五
分
ま
で
の

間
の
連
続
す
る
八
時
間
を
確
保
し
つ

つ
、
始
業
・
終
業
時
間
を
割
り
振
り

す
る
も
の
で
す
。
住
民
の
各
種
健
診

な
ど
で
早
朝
か
ら
勤
務
す
る
職
員
の

終
業
時
間
は
、
最
も
早
い
場
合
で
午

後
二
時
四
十
五
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
議
な
ど
で
夜
間
勤
務
す
る

職
員
の
始
業
時
間
は
、
最
も
遅
い
場

合
で
午
後
零
時
半
か
ら
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
時
差
勤
務
を

す
る
職
員
に
は
、
役
場
の
業
務
時
間

内
に
勤
務
す
る
必
要
が
な
い
時
間
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
業
務
時
間
中
に

街
で
私
用
を
足
す
職
員
の
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
よ
る
役
場
の
窓
口

な
ど
の
業
務
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

町臨時職員を募集します
11日までに申し込みを

町
で
は
、
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
選
考
方
法
は
書
類
審

査（
履
歴
書
）と
面
接
で
す
。
希

望
の
方
は
、
役
場
住
民
生
活
課

ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け
て

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
内
容
　
左
表
の
と
お
り

▽
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
が

あ
り
、
左
表
の
条
件
を
満
た

す
人

▽
募
集
人
員
　
各
職
種
と
も
一
人

※
一
般
事
務
補
助
は
婦
人
科
検
診
な

ど
に
従
事
す
る
た
め
、
女
性
に
限

り
ま
す
。

▽
賃
金
（
日
額
）

五
千
四
百
円

▽
申
込
期
限
　
三
月
十
一
日

▽
申
込
先
　
役
場
総
務
課
（
校
務
員

は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
各
担
当
課

（
�
８
２
―
３
１
１
１
・
左
表
の

内
線
番
号
）
へ
ど
う
ぞ
。

職　　種 応募資格 勤務場所 任用期間 担　当　課

一般事務補助
パソコンがで
きる女性

役場
保健福祉課

4月1日～7月
31日（検診の受
け付け事務など
のため、早出出
勤があります）

役場保健福祉
課健康管理担
当（内線161）

施 設 管 理 人
おおむね25歳
から55歳まで
の人

船越家族旅
行村案内所

4月14日～8月
13日（土・日曜
日、祝日の勤務
があります）

役場産業振興
課商工観光担
当（内線234）

校　 務　 員
普通自動車免
許がある人

山田中学校
4月1日～7月
31日

町教育委員会
事務局総務担
当（内線332）

※各職種とも必要がある場合には、１回の更新があります。

◆募集内容

◆時差勤務時間の割り振り

午前 6 時～午後 2 時45分

午前 6 時半～午後 3 時15分

午前 9 時半～午後 6 時15分

午前10時半～午後 7 時15分

午前11時半～午後 8 時15分

午後零時半～午後 9 時15分

町では時差勤務を試行し、時間外勤
務手当の縮減を図ります（役場庁舎）



【５】

町
の
下
水
道
使
用
料
が
改
定
さ
れ
、

四
月
請
求
分（
三
月
使
用
分
）か
ら
下

表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

使
用
料
は
、
一
般
用
で
基
本
料
金
が

四
十
円
、
超
過
料
金
は
九
円
の
増
額
。

昨
年
四
月
の
消
費
税
法
改
正
に
伴
い
、

料
金
単
価
は
消
費
税
相
当
額
を
含
ん

だ
総
額
表
示
に
改
め
ま
し
た
。

町
で
は
、
海
や
河
川
な
ど
の
水
質

保
全
へ
の
基
盤
づ
く
り
を
最
優
先
課

題
と
し
て
、
下
水
道
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
下
水
道
は
、
利
用
し

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

４
月（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用

て
い
る
皆
さ
ん
に
そ
の
使
用
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
特
定
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
。
使
用
料
は
主
に
、
家
庭
の
台

所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
た
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
（
処

理
場
・
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
）の
維
持
管

理
費
用
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
海
の
汚
染
防
止
や
衛

生
的
な
環
境
づ
く
り
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

現
在
、
大
浦
、
船
越
、
田
の
浜
、
大

沢
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
利
用
可
能
。

既
に
千
百
二
十
一
戸
（
一
月
末
現
在
）

の
家
庭
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
今
後
、
よ
り
快
適
な
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
下
水
道
施
設
の

整
備
促
進
と
効
率
的
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

料
金
体
系
で
は
大
幅
な
赤
字
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
企
業
に
準
じ

た
位
置
付
け
を
し
て
い
る
下
水
道
事

業
特
別
会
計
な
ど
の
経
営
健
全
化
を

図
る
た
め
、
今
回
の
料
金
改
定
と
な

り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
も

と
で
の
料
金
値
上
げ
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
地
域
整
備
課

下
水
道
業
務
担
当
（
�
８
２
―
３

１
１
１
内
線
２
１
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

「医療費助成制度」が
４月から変わります
町ではこれまで、県の医療費助成事業と町独自

の医療費助成事業を組み合わせて、乳幼児、妊産
婦、重度心身障害者、母子家庭、父子家庭などの
方々を対象に医療費の助成を実施してきました。
このうち県の事業が昨年10月に大幅に見直された
ことに伴い、本町ではこれに子育て支援として乳
幼児の自己負担額の軽減を盛り込んだ見直しを行
いました。
医療費助成制度は、町民の暮らしと健康を支え

る大切な制度です。将来とも制度の維持を図るた
め、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

これまで乳幼児の一部を除いて自己負担金の全
額を助成してきましたが、平成17年４月診療分か
ら受給者に一部を負担していただくことになりま
す。医療機関ごと、診療科ごとに支払った一部負
担金相当額から、下表の受給者負担額を差し引い
た額を給付します。一部負担金相当額が受給者負
担額より少ない場合は、給付額はありません。
また、平成17年４月診療分から寡婦の医療費助

成給付額が、「一部負担金相当額」から「一部負
担金相当額の２分の１の額」に変更されます。

４月１日から母子家庭および父子家庭の受給者
対象年齢が、「20歳未満（20歳に達する日以後の
最初の３月31日まで）」から「18歳未満（18歳に
達する日以後の最初の３月31日まで）」に変更さ
れます。
ただし、平成17年３月31日までに受給者証の交

付を受けた方には、平成17年７月診療分までこれ
までどおり支給します。

区　　　分 対　　　象
受給者負担額

外　来 入　院

乳　　幼　　児

3歳未満児 な　し な　し

3 歳から 6 歳
に達する日以
後の最初の 3
月31日まで

750円 2,500円

妊　　産　　婦

重度心身障害者

母　子　家　庭

父　子　家　庭

3歳未満児 な　し な　し

3 歳から 6 歳
に達する日以
後の最初の 3
月31日まで

750円 2,500円

上記より年齢
が上の人 1,500円 5,000円

※受給者および保護者（監護者）の市町村民税が非課税の
場合は、受給者負担はありません。

◆受給者負担額（�カ月） 〔�月�日から〕

�下水道使用料の改定内容

※料金は消費税相当額を含んでいます。

区分

用途
基本水量

基 本 料 金 超過料金（ 1�）

現　行 新料金 現　行 新料金

一 般 用 1 0�まで 1,260円 1,300円 1 36円 1 45円

浴 場 用 〃 1,260円 1,300円 63円 70円

臨 時 用 1�につき 1 89円 1 90円 1 89円 1 90円

豊
か
な
海
を
守
る
た
め
に
も
大
切

な
下
水
道
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
使

用
料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す



【６】

町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
８
点
、秀
作
14
点
決
ま
る

第
三
十
七
回
町
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
終

審
査
会
が
二
月
十
日
、
町

立
図
書
館
（
町
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
読
書
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
町
内
の
小
中
学
生
、
高

校
生
か
ら
九
百
三
十
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
最
終
審
査
に
は
、
町
内

各
校
の
一
次
審
査
で
選
ば
れ
た
七
十

五
点
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、

優
秀
作
八
点
、
秀
作
十
四
点
が
決
ま

り
ま
し
た
。
優
秀
作
と
秀
作
に
輝
い

た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
秀
作

▽
小
学
校
の
部

阿
部

蛍
如（
大
浦
小
一
年
）、佐
藤
貴
大

（
山
田
北
小
二
年
）、
福
士
幸
美

（
豊
間
根
小
三
年
）、里
舘
実
名
萌

（
山
田
南
小
四
年
）、
佐
藤
陽
介

（
山
田
北
小
五
年
）、
鈴
木
健
太

（
山
田
南
小
六
年
）

▽
中
学
校
の

部

佐
々
木
�
太
郎
（
山
田
中
一

年
）、
豊
間
根
鮎
美
（
豊
間
根
中

三
年
）

◆
秀
作

▽
小
学
校
の
部

月
井
樹

（
山
田
南
小
一
年
）、
福
士
結
衣

（
織
笠
小
一
年
）、
佐
々
木
優
（
豊

間
根
小
二
年
）、大
釋
亮（
織
笠
小

二
年
）、
中
村
彩
美
（
大
沢
小
三

年
）、
湊
勝
也
（
山
田
北
小
三
年
）、

勝
山
美
穂（
豊
間
根
小
四
年
）、中

村
将
真（
山
田
北
小
四
年
）、佐
々

木
瞳（
豊
間
根
小
五
年
）、木
村
瑞

紀（
豊
間
根
小
六
年
）、沼
崎
由
実

（
織
笠
小
六
年
）
▽
中
学
校
の
部

佐
々
木
智
美
（
山
田
中
二
年
）、

昆
孝
弘（
同
）、淺
井
裕
紀
子（
同
）

《
敬
称
略
》

東
洋
大
学
（
松
尾
友
矩
学
長
）

が
募
集
し
た
第
十
八
回
現
代
学

生
百
人
一
首
の
入
選
作
に
、
釜

石
南
高
校
一
年
の
佐
々
木
泰
子

さ
ん
＝
飯
岡
＝
と
山
田
高
校
二

年
の
五
十
嵐
遥
子
さ
ん
＝
田
の

浜
＝
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
人
の
作
品
は
、
学
校
生
活

や
大
切
な
人
へ
の
思
い
を
み
ず

み
ず
し
い
感
性
で
三
十
一
文
字

に
託
し
、
今
を
生
き
る
若
者
の

姿
を
詠
ん
だ
短
歌
と
し
て
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

初
の
応
募
で
入
選
百
首
に
選
ば
れ

た
二
人
は
「
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
身
近
に
感

じ
た
こ
と
を
素
直
に
表
現
し
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
百
人
一
首
は
、
現
代
の
若
者
の

「
も
の
の
見
方
や
生
活
感
覚
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
て
い
る
短
歌
の
コ
ン
ク
ー

ル
。
全
国
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
は
六
万
三
千
三
百
三
十
首
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
千
三

百
三
十
七
首
の
応
募
が
あ
り
、
本
町

の
二
人
を
含
む
高
校
生
四
人
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

第１８回現代学生百人一首

本町から２人が選ばれる

入選百首に選ばれた五十嵐遥子
さん（左）と佐々木泰子さん

たか ひろ

佐 藤 貴 大君
（山田北小�年）

ほの か

阿 部 蛍 如さん
（大浦小�年）

み な も

里舘実名萌さん
（山田南小�年）

ゆき み

福 士 幸 美さん
（豊間根小�年）

けん た

鈴 木 健 太君
（山田南小�年）

よう すけ

佐 藤 陽 介君
（山田北小�年）

あゆ み

豊間根鮎美さん
（豊間根中�年）

りんたろう

佐々木�太郎君
（山田中�年）

優
秀
作
の
８
人



【７】

佐
々
木
七
佳
さ
ん（

）が
全
国
入
賞

青少年読書感想文コンクール

県審査で２人が最優秀賞
第
五
十
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
な
ど
主
催
）で
、「
お
お
ば
こ
」

（
福
音
館
書
店
）
を
読
ん
だ
大
浦
小

一
年
の
佐
々
木
七
佳
さ
ん
が
サ
ン
ト

リ
ー
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

校
庭
や
通
学
路
で
見
か
け
る
多
年

草
の
オ
オ
バ
コ
。
運
動
会
前
の
草
取

り
作
業
で
、
切
っ
て
も
踏
ん
で
も
生

え
て
く
る
こ
の
草
の
生
命
力
に
、
七

佳
さ
ん
は
驚
き
ま
し
た
。
や
っ
か
い

な
草
で
は
あ
る
が
、
茎
と
茎
を
絡
ま

せ
て
引
っ
張
る
と
草
相
撲
が
楽
し
め

る
こ
と
を
知
り
、
担
任
の
七
戸
由
香

先
生
か
ら
は
「
血
を
止
め
る
こ
と
も

で
き
る
」
と
教
え
ら
れ
た
七
佳
さ
ん
。

雑
草
の
秘
め
た
力
に
つ
い
て
「
い
や

な
く
さ
だ
と
お
も
っ
て
い
た
け
ど
、
や

く
に
た
つ
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
」
│
│

と
、
感
想
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

受
賞
に
つ
い
て
七
佳
さ
ん
は
「
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
読
ん
で
い
き
た

い
で
す
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

形をした雲に自分と友達が乗って空を散歩している
絵を描いたもので、雲から見下ろす美しい山田の山
や海が上手に表現されています。佐々木さんの作品
「いざ、頂上へ」は、自然教室で鯨山登山をしてい
る自分を描いたもので、急斜面をロープにしがみつ
きながら歯を食いしばって登っている様子が力強く
表現されています。
鈴木さんは「ハムスターやネコの絵を描くのが大

好き。これからもたくさんの動物を描いていきたい
です」と笑顔。佐々木さんは「いつも人物の絵を描
いていますが、これからはいろんな絵にも挑戦して
いきたいです」と喜びの声を寄せてくれました。

第64回全国教育美術展

大沢小の２人が特選に輝く
小中学生を対象とした全国規模の美術展で最も歴

史の古い、第64回全国教育美術展（教育美術振興会
主催）で、大沢小学校の鈴木優花さん（ 1年）と
佐々木ひとみさん（ 5年）が特選に選ばれました。
鈴木さんの作品「くじらぐもにのって」は、鯨の

第
五
十
回
青
少
年
読
書
感
想
文
県

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
山
田
南
小
四
年
の

佐
々
木
は
る
か
さ
ん
の
作
品
「
命
の

重
さ
を
感
じ
て
」
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
七
佳
さ
ん
と
共
に
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
、入
選
し
ま
し
た
。

は
る
か
さ
ん
は
、
未
熟
児
で
生
ま
れ
、

全
盲
に
な
っ
た
本
の
主
人
公
・
井
上

美
由
紀
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
を
、
病
気

と
闘
う
自
分
の
妹
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
素
直
な
言
葉
で
表
し
ま
し
た
。

受
賞
に
つ
い
て
、
は
る
か
さ
ん
は

「
自
信
が
な
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

第27回全国海の子絵画展（全漁連主催）で、佐々
木ひとみさん＝写真右＝が特別賞のＮＨＫ会長賞に
選ばれました。作品はカキの耳つり作業を描いたも
ので、色鮮やかなたくさんのカキと、ドリルでカキ
に穴を開けるおじさんの表情が生き生きと表現され
ています。全国入賞おめでとうございます。

大
浦
小

１

年
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第２７回全国海の子絵画展で
佐々木さんがＮＨＫ会長賞

県
コ
ン
ク
ー
ル
で
南
小
�
年
の

佐
々
木
は
る
か
さ
ん
が
最
優
秀
賞

佐々木はるかさん
（山田南小�年）

特選に選ばれた鈴木優
ゆう

花
か

さん（左）と佐々木ひとみさん

賞状と盾を手に喜びの佐々木七
なな

佳
か

さん
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に
よ
っ
て
は
続
柄
の
公
表
を
望
ま
れ

な
い
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
る
恐
れ
も
あ
る

た
め
、
続
柄
の
掲
載
を
や
め
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
住
民
票
の
続
柄
表
記
は
す

べ
て
「
子
」
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ひらいしゆきなちゃん
（さくら幼稚園・６歳）

【８】【９】

本
気
で
ス
キ
だ
ぢ
ぇ（
15
）

田
畑
有
望
（
？
）

き
く
ち
の
え
る
（
６
）

伊
藤
美
里
（
14
）

お
の
は
る
な
（
６
）

渡
辺
愛
加
（
７
）

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
16
）

今
は
パ
ッ
ツ
ン
が
キ
て
る
の
よ
。（
15
）

佐
々
木
雄
麿
（
12
）

佐
藤
美
保
捺
（
５
）

佐
々
木
眞
子
（
12
）

佐
々
木
純
子
（
10
）

昨
年
十
月
、
運
動
の
つ
も
り
で
出

掛
け
て
き
た
ら
と
妻
に
言
わ
れ
、
汽

車
に
揺
ら
れ
て
大
槌
町
の
デ
パ
ー
ト

ま
で
行
っ
た
日
の
こ
と
。
い
つ
も
の

よ
う
に
店
内
を
一
回
り
し
、
さ
て
帰

ろ
う
か
と
大
槌
駅
に
行
っ
た
。
駅
舎

内
で
い
す
に
座
っ
て
い
る
と
小
、
中

学
生
ら
し
い
女
の
子
が
二
人
入
っ
て

き
て
隣
に
座
っ
た
。「
お
姉
さ
ん
た

ち
ど
こ
へ
行
く
の
」
と
尋
ね
る
と「
今

日
は
学
校
が
休
み
で
船
越
か
ら
遊
び

に
き
た
の
」。
そ
う
答
え
、
二
人
は
外

へ
出
て
行
っ
た
。
間
も
な
く
子
供
た

ち
は
ジ
ュ
ー
ス
を
手
に
戻
っ
て
き
て

「
お
じ
い
さ
ん
も
飲
ん
で
」
と
言
っ

て
お
茶
を
く
れ
た
。
二
、
三
度
断
っ

た
が
「
い
い
か
ら
飲
ん
で
」
と
渡
さ

れ
た
。
な
ん
と
優
し
い
子
供
た
ち
だ

ろ
う
。
見
知
ら
ぬ
子
供
た
ち
か
ら
こ

ん
な
親
切
を
受
け
る
な
ん
て
、
驚
き

と
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

や
が
て
改
札
が
開
き
、
汽
車
が
到

着
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
船
越
駅

に
着
き
、
二
人
は
降
り
て
い
っ
た
。

優
し
い
子
供
た
ち
に
感
激

二
月
に
入
っ
て
の
こ
と
、
友
人
の

家
を
訪
ね
ま
し
た
。
茶
の
間
に
入
る

と
、
見
事
に
花
が
咲
い
て
い
た
の
で

「
う
わ
ー
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
る

こ
と
」
と
心
ひ
か
れ
る
ま
ま
素
直
に

褒
め
ま
し
た
。
友
人
に
「
昨
年
春
こ

ろ
二
人
で
一
緒
に
買
っ
て
き
た
ゼ
ラ

友
人
の
花
の
管
理
に
脱
帽

続
柄
は
掲
載
し
な
い
の
？

広
報
十
六
�
の
「
お
め
で
た
・
お

く
や
み
」
の
出
生
の
欄
で
、
性
別
の

男
・
女
と
い
う
表
示
よ
り
も
、
長

男
・
長
女
な
ど
と
分
か
り
や
す
く
明

記
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

小
林
江
理
子
（
織
笠
・
？
歳
）

【
回
答
・
住
民
生
活
課
】

広
報
や
ま
だ
で
は
、
平
成
七
年
三

月
か
ら
子
の
氏
名
と
性
別
、
保
護
者

の
氏
名
の
み
を
掲
載
し
、
長
男
な
ど

の
続
柄
は
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

以
前
は
性
別
で
は
な
く
続
柄
を
掲

載
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情

ニ
ウ
ム
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に

驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
人
は
さ
し
木
や
花
の
冬
越
し
管

理
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
ん
だ
な
と

感
心
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
花
を

寒
く
な
い
場
所
（
風
呂
な
ど
）
に
移

す
こ
と
も
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

わ
た
し
は
す
っ
か
り
忘
れ
、
花
は
雪

の
下
に
…
。
自
分
の
管
理
不
足
ぶ
り

に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

詩
人
・
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
「
花

は
人
間
の
よ
う
に
か
け
ひ
き
が
な
い

か
ら
い
い
」
の
詩
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
咲
き
満
ち
た
花
に
友
人
と
心
ほ

ぐ
し
た
一
日
で
し
た
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
豊
子
（
境
田
町
・
66
歳
）

本
来
は
わ
た
し
が
言
う
立
場
な
ん
で

す
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

旅
行
す
る
の
が
好
き
で
、
学
生
時

代
に
盛
岡
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
大

阪
ま
で
電
車
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
海
を
見
る
の
が
好
き
な
の
で
、

今
度
は
沖
縄
の
海
を
見
て
み
た
い
で

す
ね
。

★
今
後
の
抱
負
は

山
田
に
来
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
に
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

仕
事
で
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
の

で
、
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。

山
田
の
き
れ
い
な
海
が
好
き

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

昨
年
の
四
月
か
ら
山
田
郵
便
局
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
に
窓
口
で
貯

金
と
保
険
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
宮
城
県
の
内
陸
で
沿
岸
に
住

む
の
は
初
め
て
で
す
が
、
山
田
は
自

然
が
豊
か
で
、
海
が
と
て
も
き
れ
い

な
所
が
い
い
で
す
ね
。

★
仕
事
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

お
客
様
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
時
は
、

佐々木　香
か

苗
なえ

さん
（長崎・23歳）
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今月のフレッシュウーマン

下
り
列
車
待
ち
合
わ
せ
の
た
め
五
分

ほ
ど
待
ち
時
間
が
あ
る
と
車
内
放
送

が
あ
っ
た
。
ふ
と
窓
の
外
を
見
る
と
、

さ
っ
き
の
二
人
が
わ
た
し
を
見
送
る

た
め
か
、
微
笑
み
な
が
ら
立
っ
て
い

た
。
寒
い
か
ら
帰
っ
て
い
い
よ
と
手

で
合
図
し
た
が
帰
ら
な
い
。
間
も
な

く
下
り
の
汽
車
が
到
着
し
、
出
発
を

告
げ
る
汽
笛
が
鳴
っ
た
。
わ
た
し
は

大
き
な
声
で
さ
よ
う
な
ら
と
叫
び
な

が
ら
手
を
振
っ
た
。
二
人
も
大
き
な

声
で
手
を
振
っ
て
い
た
。
声
は
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
が
口
元
で
分
か
っ

た
。
あ
の
日
の
こ
と
は
、
今
で
も
昨

日
の
よ
う
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

最
近
国
内
で
は
暗
い
悲
し
い
事
件

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
町
内

に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
優
し
く
賢
い

子
供
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
山
田
町
の
未
来
は
明
る
い
。

可
愛
い
子
供
た
ち
に
会
え
て
そ
ん
な

こ
と
を
感
じ
た
一
時
だ
っ
た
。

岡
市
健
吾
（
飯
岡
・
？
歳
）

漁
協
女
性
部
に
ご
協
力
を

先
日
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
で
第
四

十
三
回
県
下
漁
協
女
性
部
郡
別
研
修

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
田

町
内
五
地
区
か
ら
も
多
数
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
大
浦
の
女
性

部
長
に
よ
る
女
性
部
活
動
発
表
や
魚

食
普
及
の
活
発
な
意
見
交
換
も
あ
り
、

有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
山
田
地
区
か

ら
は
五
人
し
か
出
席
せ
ず
、
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
し
た
。

漁
業
で
支
え
る
町
に
と
っ
て
女
性

部
員
の
減
少
は
切
実
な
問
題
で
す
。

漁
家
全
戸
に
プ
リ
ン
ト
は
配
布
し
て

あ
り
ま
す
。
研
修
会
資
料
に
も
「
漁

村
女
性
の
使
命
を
自
覚
し
」
と
あ
る

よ
う
に
、
子
育
て
を
終
え
た
お
母
さ

ん
た
ち
に
は
、
も
っ
と
協
力
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
若
い
お
母

さ
ん
方
も
仕
事
を
や
り
く
り
し
て
何

と
か
協
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
漁
家
の
皆
さ
ん
漁
協
女
性
部
に

成
人
式
の
写
真
で
大
笑
い

広
報
で
成
人
式
の
お
姿
を
拝
見
し

ま
し
た
。
と
て
も
皆
さ
ん
お
美
し
く
、

喜
ぶ
親
御
さ
ん
の
お
顔
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。
わ
た
し
た
ち
に
も
こ

ん
な
時
代
が
あ
っ
た
な
と
、
七
十
年

前
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

二
月
五
日
は
わ
た
し
の
九
十
歳
の

誕
生
日
で
、
そ
の
日
盛
岡
に
住
む
姪

の
孫
か
ら
成
人
式
の
写
真
が
届
き
ま

し
た
。
姪
と
二
人
で
写
真
を
見
て
、

「
ざ
ぁ
、
お
っ
き
く
な
っ
た
こ
と
」

と
同
時
に
声
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
、

思
わ
ず
二
人
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
90
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

鴨
・
白
鳥
混
じ
り
鎮
も
る
御
所
湖
畔

雪
は
し
ま
き
て
人
影
も
な
し

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
84
歳
）

昨
日
ま
で
元
気
で
居
っ
た
姪
の
夫

今
日
は
無
言
の
別
れ
の
棺

松
�
�
雄
（
船
越
・
70
歳
）

立
春
の
雪
の
中
よ
り
花
便
り

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
77
歳
）

ひ
と
日
ご
と
薄
れ
ゆ
く
雪
道
ぬ
か
る

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
80
歳
）

恋
猫
の
気
配
に
春
の
兆
し
知
る

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
79
歳
）

如
月
も
無
事
に
過
ご
し
て
春
を
待
つ

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

伊藤有紗（1
2）

か
れ



県文化財保護審議会が2月17日、本町の「房の沢　遺跡」
の古墳群から出土した蕨

わらび

手
て

刀
とう

を含む刀剣類や土器類など
228点を県文化財に指定するよう県教育委員会に答申。4月
に正式に指定される見通しとなりました。答申されたのは、
刀剣類43点、馬具15点、鉄鏃

ぞく

42点。ほかに石器、土器、
錫
すず

製品などを含みます。保存状態が良好な刀剣類をはじめ
豊富な種類と数の遺物は、7世紀後半から8世紀にかけて
の蝦

え

夷
みし

の墓制や文化、沿岸地方の古代を知る上で重要な資
料。指定されれば県の有形文化財としては215件目で、そ
のうち考古資料としては13件目。本町では昭和47年10月
に指定された大沢の臥

が

竜
りゅう

梅
ばい

に次いで4件目となります。

「房の沢　遺跡」の出土品

２２８点が県指定文化財に

町生涯学習推進本部など主催の「人づくり町づくり町民
の集い」が2月27日、町中央公民館で開かれ、町民や教育
関係者など580人が参加しました。第一部では俳優の八名信
夫さんが「出会い、ふれあい、人の味」と題し特別講演。
「大人が子供たちに悪い事は悪いときちんと教え、他人の
子供でも愛情を持って叱ってあげてください」と地域ぐる
みの教育の重要性について語りました。第二部の教育振興
運動実践活動発表では、荒川念仏剣舞の活動の様子などを
ビデオで発表。その後荒川小児童による舞の披露が行われ、
会場からは盛んな拍手が送られていました。

町づくり
人づくり 町民の集い開催

地域ぐるみでの教育が重要

「第31回児童生徒科学研究発表会」が2月4日、町中央
コミュニティセンターで開かれました。身近なことに疑問
を持ち、自ら解決する力をはぐくもうと町教育委員会など
が毎年開催しているもので、今年は町内の児童90組が参加。
昆虫や雪の結晶、ごみ処理に関するものなど、身近な自然
や環境問題に目を向けた研究成果を披露しました。グラフ
や図表、写真などを上手に使い堂々と力説する豆博士らに、
詰め掛けた父母らから大きな拍手が送られていました。

科学研究発表会に児童90組

豆博士が研究成果を披露

【１０】

今月の題字

近 藤 耕 基君
（山田南小2年）

船越公民館主催の「少年少女教室」が2月5日、船越漁
村センターで開かれました。この教室は子供たちに週休土
曜日を有意義に過ごしてもらおうと開かれているもので、
小学生ら10人が参加。町食生活改善推進員の坂本カヨ子さ
んらの指導でおやつ作りに挑戦しました。この日のメニュー
は「トマトのクッキーパン」「ふわふわワッフル」など3
品。子供たちは材料を混ぜ合わせたり、生地を焼き上げた
りするなど、手作りの楽しさを存分に味わっていました。

2月19日、山田町ふるさと体験塾のお手玉作り教室が町
中央コミュニティセンターで開かれました。本年度最終と
なるこの日は南小、北小、大沢小の児童ら11人が参加。講
師の平野千恵美さん（長崎）の指導を受けながら布を筒状
に縫って底を絞り、中にわたと鈴、ペレット（プラスチッ
クの粒）を詰め3個のお手玉を作りました。子供たちは慣
れない針仕事に悪戦苦闘していましたが、ようやく完成し
たお手玉を手に、満足げな表情を浮かべていました。

織笠保育園の年長組7人が2月17日、花と緑の公園市場
「花まりん」のビニールハウスでイチゴ狩りを楽しみまし
た。同市場を運営する「花と緑の地域づくり協議会」（V原
長一会長）の協力により行われたもので、この日はV原さ
んが栽培している品種「さちのか」3,500株を開放しました。
甘い香りが漂うハウス内で、お目当てのイチゴを探し回る
園児たち。大粒で真っ赤なイチゴを摘み取って口に運んで
は「とっても甘くておいしいね」と舌鼓を打っていました。

【１１】

織笠保育園児がイチゴ狩り

取れたての甘さが最高だね

「ふるさと体験塾」でお手玉作り

見て上手にできたでしょう

おやつ作りに10人が挑戦

手作りの楽しさ存分に味わう

こう　 き



【１２】

春季全国火災予防運動態
が
続
き
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
家
族
や
地
域
ぐ
る

み
で
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
�
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
▼
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
し
な
い
▼
て
ん
ぷ
ら
を

揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
▼
風
の
強
い
と
き
は
、
落
ち
葉
な

ど
の
屋
外
焼
却
は
し
な
い
▼
子
供
に

は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な

い
▼
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
を
し
な
い
▼
ス
ト
ー
ブ
に

は
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い
。

「
火
は
消
し

た
？
　
い
つ
も
心

に
　
き
い
て
み
て
」

を
統
一
標
語
に
三

月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
季
は

空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多

く
、
火
災
の
起
こ

り
や
す
い
気
象
状

３月１日から７日まで展開

�殻付きカキ、むきカキ販売
�水産物販売（ホタテ、ワカメ、ウニ、ホヤなど）
�カキづくし料理の販売（カキフライ、カキラーメン、
カキそば、カキ鍋、カキシチュー、カキ雑炊など）
�地場産品展示販売（水産加工品、農産物、農産加
工品、土産品など）
�他市町村特産品販売（宮守ビール、岩手町特産品、
葛巻町特産品）
�カキ料理にピッタリのお酒販売（オランダ島ビー
ル、葛巻ワイン、山田カキまつり開催記念大吟醸
酒・焼酎など）

山田町商工会が中心となって組織する
山田の魅力発信実行委員会は、通年計画
の「山田てんこ盛りフェスタ２００４」を締
めくくる「山田カキまつり」を開催しま
す。ご家族などでご来場ください。
◆申込先・問い合わせ　山田の魅力発信
実行委員会（山田町商工会内�８２－
２５１５・ファクス８２－０６７７）へどうぞ。

�ジャンボ鉄板で作るカキ焼きうどん試食会（300人
分のカキ入り焼きうどん作りに挑戦します）
�焼きガキ、カキ汁試食会（限定）
�ワカメのボイル実演＆試食会（採れたてワカメを
大鍋でボイル。お好みのドレッシングなどで試食
できます）
�バーベキューコーナー（お買い上げの商品をご自
由に調理できます。コンロ使用は無料です）
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  3月20日（日）�

時間：午前９時～午後２時�
会場：大沢漁業協同組合前�

�

  3月20日（日）�

時間：午前９時～午後２時�
会場：大沢漁業協同組合前�

�

�カキ・ホタテすくい体験（参加料500円、定員100
人、特製二本かぎで３分間採り放題）
�養殖いかだ見学船運行（参加料無料、定員100人）
※上記イベントへの参加をご希望の方は、３月15日
まで（定員になり次第締め切ります）に、山田の
魅力発信実行委員会事務局へ電話またはファクス
で申し込んでください。
�ちびっこカキ積み大会（参加料500円、中学生以
下100人、30秒間で皿に積み上げた分だけ持ち帰り）
�カキむき無料体験（むいたカキは試食できます。
無くなり次第終了）

昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード昨年11月の火災予防パレード



【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書カー
ドをプレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

【１３】

☆締め切り＝３月22日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ａ、⑤－Ｂでした。応
募者数は48通で正解は47通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
中央町＝長澤和子（69）、佐々木眞

子（12） 八幡町＝佐々木惠美子（53）
境田町＝貫洞明日香（12）、O々木ミ
ツ（？） 船越＝渡辺愛加（７） 田の
浜＝田代j音（６） 織笠＝佐々木梨
恵（６） 大沢＝福士道（74） 豊間
根＝鈴木里美（？） 〈敬称略〉

三
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で
「
緑
の
募
金
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

公
共
施
設
へ
の
花
苗
と
緑
化
木

の
配
布
や
森
林
愛
護
団
体
へ
の

助
成
な
ど
幅
広
い
活
動
を
通
じ
、

緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
県
緑
化
推
進
委
員
会
（
山
田

支
部
協
議
会
会
長
・
山
田
町
長
）
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

昨
年
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
百

二
十
万
一
千
二
百
円
の
募
金
が
寄
せ

ら
れ
、
緑
を
は
ぐ
く
む
各
種
事
業
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
募
金
の

お
願
い
を
、
行
政
区
長
を
通
じ
て
四

月
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
募
金
額
　
一
世
帯
四
百
円
程
度

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業
振
興
課

林
業
担
当
（
�
８
２
―
３
１
１
１

内
線
２
３
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

ＮＰＯ法人日本海洋深層水協会主催の
「第１回海洋深層水セミナー東北大会」が
開催されます。どうぞご来場ください。
◆第�部　講演
�演題「三陸の幸」／講師：寺崎誠さん（東京大学海洋研究所教
授、国際沿岸海洋研究センター長）
�演題「海と森の語り合い」／講師：畠山重篤さん（水山養殖場、
「森は海の恋人」の著者）
�演題「海洋深層水利用の現状」／講師：中島敏光さん（ＮＰＯ
法人日本海洋深層水協会代表理事）
◆第�部　事例発表「各地の海洋深層水の利用」
�宮古市、山田町、秋田県男鹿市、山形県酒田市、沖縄県久米島
町の事例紹介など
◆第�部　特別企画「海洋深層水と衛生管理型漁港」
�演題「衛生管理型漁港について」／講師：林浩志さん（財団法
人漁港漁場漁村技術研究所主任研究員）
◆第�部　パネル討論「海洋深層水と地域活性化」
�コーディネーター　嵯峨直恒さん（北海道大学大学院教授）
�パネラー　糸川正彦さん（宮古漁業協同組合参事）、大坂文人
さん（ＮＰＯ法人日本海洋深層水協会理事）、関原新さん（酒
田沖海洋深層水開発推進協議会事務局長）、盛本實さん（沖縄
県久米島町商工観光課長）、沼崎喜一山田町長
◆問い合わせ 役場産業振興課水産振興担当（�82－3111内線
232）へどうぞ。

３月１日～５月３１日

～海洋深層水を身近に、
ネットワーク東北～

会場：町中央公民館大ホール

緑豊かな郷土づくりを進めま
しょう（昨年５月の植樹祭）

3月21日（月）
午前10時～
午後４時45分

3月21日（月）
�政府地震調査委員会によると、宮城
県沖地震（マグニチュード7.5前後）
が30年以内に発生する確率は何％？
�33％　�66％　�99％

�第50回青少年読書感想文全国コン
クールで入賞した佐々木七佳さんが
感想文を書いた本のタイトルは？
�おおばこ
�おおしま
�とびばこ

�県文化財に指定されることになっ
た房の沢Ⅳ遺跡の出土品は何点？
�28点　�228点 �822点

�｢山田てんこ盛りフェスタ2004」の
締めくくりとして、３月20日に開
かれるのは山田○○まつり？
�イカ　�ホヤ　�カキ

�今月の「一歳になりました」に登場し
ている赤ちゃん13人のうち、男の
子は何人？
�３人　�４人　�５人



【１４】

県
立
宮
古
病
院
の
産
婦
人
科

の
医
師
二
人
が
出
身
の
大
学
病

院
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
宮
古
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

宮
古
・
下
閉
伊
管
内
の
住
民
に

と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

医
師
確
保
の
署
名
運
動
を
行
な

う
こ
と
に
し
て
本
町
で
も
保
健

委
員
の
皆
さ
ん
に
具
体
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
幸
い
、
こ
の
対
策
と
し

て
岩
手
医
科
大
学
か
ら
二
人
の

常
勤
医
師
派
遣
の
意
向
が
伝
え

ら
れ
、
二
月
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
宮
古
地
域
県
立
病
院
運
営

協
議
会
の
席
上
、
宮
古
病
院
長

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
問
題
は
一
応
解
決
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
医
師
不
足

は
県
立
山
田
病
院
で
も
深
刻
で

す
。
新
年
度
に
新
築
移
転
の
た

め
の
工
事
が
始
ま
り
、
来
年
四
、

五
月
頃
に
も
完
成
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
開
院
の
た
め
に

は
一
定
の
医
師
数
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
い

間
の
住
民
の
願
い
が
確
実
に
実

現
で
き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

長な
が

俊と
し

は
、
天

保
八
（
一
八
三

七
）年
、漢
方
医

の
父
鑑の

り

貞さ
だ

の
子

と
し
て
江
戸
で

生
ま
れ
た
。
七

歳
の
時
、
父
と

共
に
郷
里
山
田

に
帰
っ
た
。
向

学
心
が
強
く
、

山
田
の
和
井
内

貞
光
に
つ
い
て

漢
学
を
学
び
、

十
五
歳
の
頃
に

盛
岡
に
出
、
南

部
藩
校
作
人
館

教
授
青
木
逸い

つ

民た
み

に
つ
い
て
医
術

を
修
め
、
武
蔵

の
人
貫
洞
益え

き

斎さ
い

、

八
戸
の
人
高た

か

保ほ

玉ぎ
ょ
く

江こ
う

に
つ
い
て
書
道
を
修
め
た
。

二
十
二
歳
の
頃
、
仙
台
の
人
千
葉

教
師
と
な
っ
た
。

明
治
十
六
年
、
長
俊
は
「
開

校
以
来
教
授
親
切
に
し
て
遂
年

隆
盛
な
ら
し
む
九
年
余
」
と
讃

え
ら
れ
文
部
省
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。
明
治
二
十
二
年
、
飯
岡
村

と
山
田
村
が
合
併
し
山
田
町
と

な
り
、
校
名
も
山
田
尋
常
小
学

校
と
な
っ
た
。
翌
二
十
三
年
、

飯
岡
一
三
│
三
六
（
現
在
の
役

場
庁
舎
の
位
置
）
に
新
校
舎
が

落
成
し
た
。
翌
二
十
四
年
、
長

俊
は
第
三
代
校
長
と
な
り
、
高

歌
は
桂
園
派
の
流
れ
を
く
み
、
伝
統

的
、
温
雅
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

六
百
七
十
首
を
超
え
る
歌
を
作
っ
た
。

漢
詩
は
「
野
橋
夕
景
」
な
ど
十
一
首

あ
り
、
六
曲
屏
風
に
書
か
れ
て
い
る
。

長
俊
は
大
正
元
年
十
月
、
七
十
六

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
医
師
、
歌
人

で
あ
る
と
と
も
に
教
育
者
と
し
て
三

十
有
余
年
、
教
育
に
尽
力
。
山
田
の

教
育
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
先

駆
者
で
あ
る
。
没
後
大
正
四
年
十
月
、

有
志
に
よ
っ
て
長
俊
の
頌し

ょ
う

徳と
く

碑
が
龍

昌
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。

長
俊
は
庭
に
花
や
薬

草
を
栽
培
し
、
茶
の
葉

を
摘
ん
で
茶
会
を
催
し
、

客
を
招
い
て
歌
会
を
開

く
な
ど
し
た
。
和
歌
に

つ
い
て
造
詣
が
深
く
、

等
科
設
置
の
運
動
に
奔
走
。
明
治
二

十
五
年
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
山
田
尋

常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
一
年
、
医
師
を
し
て
い

た
父
鑑
貞
が
七
十
四
歳
で
亡
く
な
り
、

長
俊
は
医
院
を
継
い
だ
。
真
夜
中
で

も
連
絡
が
あ
る
と
病
人
の
家
に
診
察

に
あ
が
り
、
困
っ
て
い
る
家
庭
か
ら

は
薬
代
を
と
ら
ず
、
年
の
暮
れ
に
は

貧
し
い
家
庭
に
餅
を
配
っ
て
歩
い
た

と
い
わ
れ
る
。「
医
は
仁
術
」
を
身
を

も
っ
て
実
践
さ
れ
、
百
姓
や
漁
民
か

ら
信
頼
さ
れ
慕
わ
れ
た
。

山
田
の
教
育
先
駆
者

安
　
倍
　
長
　
俊

吟ぎ
ん

教き
ょ
う

に
数
学
、
福
島
の
人
染
田

泰た
い

忍に
ん

に
つ
い
て
国
学
を
修
め
た
。

そ
の
後
、
江
戸
に
出
、
さ
ら
に

勉
学
を
重
ね
た
。
山
田
に
帰
っ

た
長
俊
は
父
の
跡
を
継
ぐ
べ
く

医
術
に
励
む
と
と
も
に
、
私
塾

を
開
き
山
田
の
子
弟
教
育
に
尽

力
さ
れ
た
。

明
治
五
年
、
学
制
が
頒は

ん

布ぷ

さ

れ
、
翌
六
年
九
月
、
飯
岡
で
は

龍
昌
寺
庫
裡
に
飯
岡（
小
）学
校

を
開
校
、
こ
の
時
三
十
六
歳
で
あ
っ

た
長
俊
は
請
わ
れ
て
飯
岡
小
学
校
の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
七
〇

）
で
す
。

や

ま

だ

の

龍
昌
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
安
倍
長
俊
の
頌
徳
碑



18日に療育相談会
お気軽にご相談を

療育相談会が行われます。お
子さんの成長発達について心配
がある方はご相談ください。
�日時　３月18日（金）

午後１時半～４時
�場所　保健センター
�相談者　伊東宗行さん（みち
のく療育園園長）
�申込先・問い合わせ　３月11
日までに役場保健福祉課保健
指導担当（内線166）へ。

山田町商工会で
臨時職員を募集

山田町商工会では、期限付臨
時職員を募集します。
�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり、
イベント運営に興味がある人
（パソコン操作のできる方）
�任用期間　３月14日～平成18
年３月31日
�申込方法　履歴書に必要事項
を記入し、山田町商工会へ提
出してください。
�面接日　３月９日
�申込期限　３月８日
�問い合わせ　山田町商工会
（�82－2515）へどうぞ。

建物の防災相談を
７日まで受け付け

県では、３月１日から７日ま
で建築物防災週間を実施します。
期間中は防災相談所を設置し、
建築物の防災に関する相談にお
応えします。
�相談先・問い合わせ　宮古地
方振興局土木部（�64－2221）
へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

災害支援のチャリ
ティーショー開催

インド洋大津波災害支援チャ
リティーショーが開かれます。
�日時　３月５日（土）

午後１時～
�場所　町中央公民館大ホール
�出演団体　境田虎舞、山中吹
奏楽部、船小初代ヤーレン
ソーラン元気隊、寿会ほか
�チケット　500円（収益金の
一部が災害義援金として寄付
されます）
�チケット取扱店　阿部商店、
ささき薬局、佐賀商店、さと
う薬局、中忠商店、フローリ
ストばば、Ｙショップ太田
※当日会場でも取り扱います。
�問い合わせ　陸中山田ライオ
ンズクラブ事務局（ささき薬
局�82－2158）へどうぞ。

予備自衛官補を
一般公募します

防衛庁では、予備自衛官補を
募集します。
�応募資格　一般…18歳以上34
歳未満の人　技能…18歳以上
で各種国家免許資格などを持
つ人
※在学中の人も応募できます。
�任務　10～50日間の訓練を受
け、予備自衛官（普段は社会
人として仕事をしながら有事
の際に防衛招集に応じ、後方
警備や後方支援を行う）とし
て任用されます。
�試験期日　４月17日（日）
�試験会場　一般…岩手駐屯地
技能…仙台駐屯地
�申込先・問い合わせ　４月８
日までに自衛隊宮古募集事務
所（�63－3881）へどうぞ。

軽自動車などの
名義変更早めに

原動機付自転車や軽自動車な
どの軽自動車税は、毎年４月１
日時点での所有者に課税されま
す。所有する軽自動車などを手
放すときには、名義変更や抹消
などの手続きを忘れずに行って
ください。手続きをしないと、
新年度分の軽自動車税がそのま
ま課税されます。手続きには時
間がかかる場合がありますので、
お早めにお済ませください。
�手続き先
・原動機付自転車（50～125㏄）、
小型特殊自動車…住民登録し
ている市町村役場
・軽二輪（126～250㏄）、軽四
輪…県軽自動車協会
・小型二輪（251㏄～）…東北
運輸局岩手運輸支局
�問い合わせ　役場税務会計課
（内線112）へどうぞ。

ライト早め点灯で
交通事故なくそう

宮古警察署管内の１月中
の交通事故は29件（前年度
同期比４件増）で、県内17
警察署中で７番目に事故が
多くなっています。
交通事故を防止するため、

次のことに注意しましょう。
◆ライトの早め点灯 ライ
トを早めに点灯すること
で、対向車などに自分の
存在を知らせるという効
果もあります。午後４時
にはライトを点灯し、事
故防止に努めましょう。
◆飲酒運転の追放 �運転
するなら酒を飲まない�
酒を飲んだら車を運転し
ない�運転する人に酒を
勧めない�酒を飲んだ人
に車を運転させない──
を守り、飲酒運転を追放
しましょう。
◆問い合わせ 宮古警察署
山田交番（�82－2155）へ。

かたくりの会で
講演会行います

がん患者と家族が悩みや生き
方を語り合い、支え合う「かた
くりの会」の宮古支部が発足さ
れます。これを記念して、設立
総会と講演会を開催します。
�日時　３月５日（土）

午後１時半～３時半
�場所　キャトル５階大会議室
�内容　総会、講演会「『かた
くりの会』とともに」講師・
菅原東一さん（かたくりの会
会長）など
�問い合わせ　かたくりの会宮
古支部（�62－3945）へどうぞ。

介護家族対象に
健康教室を開催

高齢者を在宅で介護している
ご家族を対象に、リフレッシュ
と交流を目的とした「介護家族
健康教室」が開催されます。
�日時　３月11日（金）

午後１時半～３時半
�場所　保健センター
�内容　講演「介護のポイント
と介護者の健康について」講
師・藤田コマ子さん（県長寿
社会振興財団介護実習普及課
長）、参加者同士の情報交換、
交流会など
�申込先・問い合わせ　３月９
日までに役場保健福祉課保健
指導担当（内線165）へどうぞ。

行政相談あります
�日時　３月１７日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１５】

�月の町長面談日
�日時　３月１６日（水）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。
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町民のうごき
（ 1 月 1 日～31日）

�出生……１０人 �転入……３０人

�死亡……２１人　　�転出……３１人

�人口…２１,０５４人（今月減１２人）

男…１０,１１１人 女…１０,９４３人

�世帯数………………７,２７４世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。
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【１６】

福 士 春
はる

佳
か

（大沢・洋二・女）

１月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 宮川慎

しん

琉
りゅう

（幸二・男）、小原旭
あさ

翔
と

（裕毅・男）
�船越 清水川勝

しょう

太
た

（辰男・男）、清水川か
な恵

え

（辰男・女）
�田の浜 佐々木結

ゆう

也
や

（正喜・男）、佐々木
結
ゆう

愛
あ

（直人・女）
�大浦 佐々木勝

かつ

美
み

（貴男・女）
�大沢 佐藤亜

あ

美
み

（穣・女）
�豊間根 勝山直

なお

哉
や

（忠親・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
田村克博（盛岡市）・�見菜央子（長崎）
坂本忠#（船越）・萬由有子（中央町）
渡部裕紀（福島県只見町）・小原夕香（船越）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 伊Lトモヘ（99）、沼�キヨ（86）、
川村アヤ（64）、佐々木ミヤ（84）
�船越 三浦竹千代（60）、山�武（80）
�田の浜 田代キヱ（82）、前川トク（73）
�大浦 川端コヨ（90）
�織笠 稲川タキ（75）、工藤ミヨシ（80）、
阿部ミサホ（90）
�大沢 柏谷良一（81）、佐藤良助（61）、芳
賀勝美（66）、川井康二（43）
�豊間根 尾形定美（82）、豊間根六右エ門
（98）
�荒川 村上喜代志（74）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

３月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。 一 條 　 然

ぜん

（飯岡・ブレア・パーク・男）

川 口 和
かず

也
や

（山田・徹也・男）
白 野 青

あお

空
ぞら

（船越・興・女）

今 津 美
み

優
ゆ

（豊間根・竜也・女）
山 � 愛

あい

菜
な

（船越・貴幸・女）

佐 藤 　 想
しいな

（山田・太・女）
佐々木愛

まな

斗
と

（織笠・宏幸・男）
佐々木真

ま

綾
あや

（大沢・文明・女）

武 藤 実
み

咲
さき

（山田・修治・女）
沼 崎 好

この

果
か

（豊間根・喬・女）
福 舘 和

かず

真
ま

（船越・裕也・男）

◆
先
日
、
お
昼
休
み
に
仮
眠
か
ら
目
覚
め
る
と
、

寝
て
い
る
う
ち
に
右
目
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
外
れ

て
、
左
目
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

慌
て
て
捜
し
ま
し
た
が
時
す
で
に
遅
く
、
哀
れ

に
も
机
の
上
で
ミ
イ
ラ
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
ま

し
た
▼
そ
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
ご
み
箱
行
き
と
な

り
、
当
日
は
家
に
帰
る
ま
で
左
目
し
か
見
え
ず
、

本
当
に
大
変
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ね
。
と
は
言
っ
て
も
こ
ん
な
失
敗
を

す
る
の
は
自
分
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
が
。

◆
顔
写
真
の
撮
影
の
際
、
皆
さ
ん
の
表
情
が
固

い
と
き
は
無
理
を
言
っ
て
何
枚
で
も
撮
影
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
月
、
自
分
が
取
材
を
受

け
る
機
会
が
あ
り
、
い
ざ
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ

る
と
自
分
も
固
い
表
情
に
…
。
カ
メ
ラ
の
前
で

笑
顔
を
見
せ
る
の
は
大
変
で
、
こ
れ
ま
で
広
報

に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
▼
町
民
の
笑
顔
が
あ
っ
て

の
広
報
。
今
後
も
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
ら
、

い
や
で
も
笑
顔
で
応
じ
て
く
だ
さ
い
ね
。

幸 和

鈴木咲
さ

楽
ら

々
ら

（田の浜・貴雅・女）

山田日本画クラブの会員に
よる日本画作品14点の展示が
行われます。
�期間　３月17日（木）まで

�時間　午前８時半～午後５
時
�場所　町中央公民館ロビー
�問い合わせ　町教育委員会
事務局文化担当（�82－
3111内線624）へどうぞ。

日本画ロビー展を開催


